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• はなぜ大切なのか？ 何の役に立つ
のか？

• ṇ ṇ による分類の仕組み

• ṇ ṇ での

• ṇ ṇ の （結果として の
を確認できる）

• ニューロン数、エポック数を調整してみる
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人工知能について
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人工知能の応用例
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人工知能とは

ṇ ḯצּ לּ כֿ

•

•

•

人工知能を学ぶことで，

• 人工知能でできること，

• 知能や知識や学習とは何なのか（それをコンピュー
タで行う技術）

などを学ぶことができる
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人工知能システムはなぜ大切なのか？

• Ḱ

退屈だが、集中力を要し、ミスが許されないよう

な仕事など

• ṇ

人間の感覚を超えるセンサー、情報ネットワーク
との連携

• 人工知能の基礎・原理を極めることで、人間の知
性とは何なのか？ という謎が解けるかも
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人工知能の種類

２種類ある

נּ .1 IT 

巧みなプログラミング

最初から知的である

2. IT 

学習用のデータベース

学習能力がある
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いまの人工知能 (AI) で、できること

• 音声認識 （人の声を「文字」化する）

• 物体検知，物体識別 （画像の中から、「もの」を見つ
ける）

• 顔検知，顔識別

• 創作

• 欠損の補充

• 分類

• 翻訳

• 述語と推論
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種々の技術がオンラインで公開されている．
Webブラウザで，実演を体験できることも．



ニューラルネットワークを用
いた分類
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１０種類の中から１つに分類する場合
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0 から 9 の
整数の
いずれか
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１０種類に分類するニューラルネット
ワーク
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１０種類に分類するニューラルネット
ワーク
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１０種類に分類するニューラルネット
ワーク
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１０種類に分類するニューラルネット
ワーク
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ニューラルネットワークの学
習
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層が直列になっているニューラルネット
ワーク
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１０種類に分類するニューラルネットワーク
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0.94

ḯ は פּ 0 1 のような数値である．
最も の צּ ךּ が選ばれて，分類結果となる
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: 0.94
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ニューラルネットワークの学習
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ニューラルネットワークの学習
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• ṇ （学習のためのデータ）を使用

• は で行われる

ṇ により， ṇ を動かし，誤差を
得る

ṇ の בֿ 、によりבֿ を減
らす （最終層の結果が，手前の層の結合の重みに伝搬する
ことから，フィードバックともいわれる）

• ニューロンの数が増えたり減ったりなどではない

• が שּ 、 になったとみなす



学習不足

• ṇ ṇ の では，学習のた
めのデータ（ ṇ ）を使う

• ṇ を１回使っただけでは， の
場合がある

Ҧ 同じ ṇ を繰り返し使って学習を行う．

繰り返しながら，誤差の減少を確認
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学習と検証

教師データ： に使用
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Ив˔жи
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検証データ： ︣ Ḱ

ṇ
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前準備

Google ּצ

• 次のページを使用

https://accounts.google.com/SignUp

• 次の情報を登録する

צּ ︣ ṇ

＜ユーザー名＞@gmail.com

ṇ

ḯ
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手順

① パソコンの Web ブラウザで，次のページを開く

https://www.tensorflow.org/tutorials

② 左側のメニューの「 וֹ ṇ
」をクリック
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https://www.tensorflow.org/tutorials


手順

③ 「Run in Google Colab」をクリック
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④ セルを פּ する．

セルの実行の終了を確認してから、次のセルに移る
こと
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ニューラルネットワークの例
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ニューラルネットワークを作成するプログラム
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ニューラルネットワークの学習の様子

同じ ṇ を繰り返し使って学習を行う

29

繰り返し回数：ệ

繰り返しのたびに צּ （loss の右横の数値）



検証

• 検証結果として「loss: 0.0707」のように表示

この値はṕ Ṗ

ỂḲ ḭךּ ểḲ שּ ךּ

学習では、乱数が使用されるので、学習ごとに

loss の値は変わる
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ニューラルネットワークによる分類の様子

•ệ 、それぞれについて文字認識

０，１，２，３，４，５，６，７，８，９で

ある がいくらかが得られる
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実験１

（仮説）0学習の繰り返し回数は、

いまは ệ．

これを ︣ 、 は下がるかも。
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実験２

（仮説） ṇ を 128 から 1000 に変え
ると、 は変化するかも。
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